
避
難
場
所
の
こ
と
ど
こ
ま
で

知
っ
て
い
ま
す
か
!?

大
切
な
の
は
通
常
時
か
ら
の
心
が
け

地
域
防
災
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

　

家
族
と
の
連
絡
方
法
、
避
難
場

所
ま
で
の
ル
ー
ト
…
。
災
害
時
に

は
、
通
常
時
に
は
予
想
で
き
な
い

多
様
な
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
ま

す
。
そ
ん
な
時
に
知
っ
て
お
く
だ

け
で
心
強
い
防
災
対
策
の
一
例
を

ア
ド
バ
イ
ス
。

ご
自
宅
近
く
の
避
難
場
所
を
知
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う

　
庄
内
地
区
の
防
災
マ
ッ
プ
が
公
民

館
に
あ
り
ま
す
。
自
宅
周
辺
の
避
難

場
所
の
確
認
を
。
ま
た
、
公
の
避
難

場
所
以
外
に
民
間
施
設
と
町
会
が
協

定
を
締
結
し
た
一
時
避
難
場
所
が
あ

り
ま
す
。
一
度
場
所
を
確
認
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
で
す
。

通
信
面
に
注
意
を
！
公
衆
電
話
は

携
帯
電
話
よ
り
繋
が
り
や
す
い

　

災
害
時
は
携
帯
電
話
の
紛
失
、

バ
ッ
テ
リ
ー
切
れ
、
故
障
等
に
よ

り
、
家
族
や
友
人
へ
の
連
絡
が
で
き

な
い
こ
と
も
。
数
人
で
１
台
の
携
帯

電
話
を
使
い
回
す
、
余
分
な
ア
プ
リ

を
終
了
さ
せ
る
、
自
動
車
か
ら
充
電

す
る
等
、
電
力
を
温
存
す
る
工
夫
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
最
近
見
か
け
な

自
宅
へ
避
難
を
、
危
険
で
あ
れ
ば

指
定
緊
急
避
難
場
所
・
指
定
避
難

所
へ
避
難
し
ま
す
。

◆
風
水
害
の
場
合

　

災
害
発
生
等
の
危
険
が
あ
る
場

合
、
避
難
勧
告
等
が
発
令
さ
れ
ま

す
。
屋
外
が
安
全
な
う
ち
に
指
定

緊
急
避
難
場
所
・
指
定
避
難
所
へ

早
め
に
避
難
し
ま
す
。
す
で
に
屋

外
が
危
険
な
状
態
で
あ
れ
ば
、
自

宅
等
の
２
階
以
上
へ
の
垂
直
避
難

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
そ
の
他
、
庄
内
地
区
の

　
町
会
単
位
で
の
対
策

　

企
業
の
建
物
を
町
会
一
時
集
合

場
所
と
す
る
協
定
を
締
結
し
た
町

会
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
会
別

に
地
域
水

没
を
想
定

し
て
高
台

等
の
避
難

場
所
を
決

め
て
い
ま

す
。

【
避
難
場
所
に
つ
い
て
】※
地
震
の
場
合

◆
町
会
一
時
集
合
場
所

　

町
会
ご
と
に
取
り
決
め
て
い
る

場
所
で
、
災
害
時
に
ま
ず
集
合
・

一
時
避
難
し
、
町
会
内
の
安
否
確

認
を
行
う
。

◆
指
定
緊
急
避
難
場
所

　

災
害
の
危
険
が
切
迫
し
た
緊
急

時
に
避
難
す
る
、
安
全
が
確
保
さ

れ
た
建
物
・
空
地
で
、
災
害
の
種

類
（
地
震
・
洪
水
等
）
ご
と
に
予

め
市
が
指
定
し
た
も
の
。（
学
校
、

校
庭
等
）

◆
指
定
避
難
所

　

災
害
時
に
自
宅
で
の
生
活
が
困

難
な
方
が
、
一
定
期
間
避
難
生
活

を
送
る
た
め
の
建
物
で
、
予
め
市

が
指
定
し
た
も
の
。

【
避
難
方
法
の
違
い
】

◆
大
規
模
地
震
の
場
合

　

ま
ず
、
町
会
一
時
集
合
場
所
へ

避
難
し
、
安
否
確
認
や
救
助
を
実

施
し
ま
す
。
自
宅
が
安
全
な
ら
ば

確
認
し
よ
う
！ 

災
害
に
関
す
る
基
礎
的
知
識
（
抜
粋
）

い
公
衆
電
話
が
意
外
と
繋
が
り
や
す

い
と
の
こ
と
。
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
や

硬
貨
の
備
え
も
役
に
立
つ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。家
族
と
の
連
絡
方
法
で
は
、

１
７
１
番
（
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル 

録
音
・
再
生
）
の
使
い
方
を
覚
え
て

お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
家
族
内
で

安
否
確
認
し
あ
う
機
会
を
作
っ
て
体

験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

避
難
行
動
に
つ
い
て

　

発
災
時
が
常
に
ご
自
宅
内
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
勤
務
先
ま
た
は
買
い
物

先
、
地
震
か
水
害
か
で
も
避
難
行
動

は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
ど
の
場
合

で
も
安
全
に
避
難
で
き
る
場
所
、
避

難
ル
ー
ト
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
水
害
時
は
垂
直
避
難
が
基
本
。

２
階
以
上
の
高
い
場
所
へ
逃
げ
て
く

だ
さ
い
。
移
動
困
難
な
高
齢
者
等
に

対
す
る
心
配
り
も
忘
れ
ず
に
。

避
難
時
に
必
要
な
モ
ノ
、
そ
の
置

き
場
所
は
家
族
間
で
共
有
を

　

発
災
時
に
す
ぐ
逃
げ
ら
れ
る
よ

う
、
寝
室
等
に
靴
を
常
備
す
る
、
非

常
用
持
出
袋
の
置
き
場
所
を
決
め
て

お
く
等
、
ま
ず
は
家
族
で
よ
く
相
談

す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

〈 

次
号
へ
つ
づ
く 

〉

　

近
年
の
災
害
ニ
ュ
ー
ス
で
「
予

想
外
」、「
例
年
以
上
」
と
い
う
言

葉
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
起
き
た

災
害
か
ら
学
べ
る
こ
と
、
我
々
に

で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
？ 

　
こ
の
庄
内
地
区
は
縫
う
よ
う
に
河

川
が
通
り
、
牛
伏
寺
断
層
の
ほ
ぼ
真

上
に
位
置
し
て
お
り
、
地
震
・
水
害

に
弱
い
地
域
で
す
。
特
に
水
害
に
つ

い
て
は
、
地
区
内
に
点
在
す
る
旧
町

名
碑
に
、
過
去
の
記
録
（
同
時
に
水

に
恵
ま
れ
た
地
域
と
も
）
が
確
認
で

き
ま
す
。
昨
年
も
、
10
月
の
台
風
で

薄
川
左
岸
、
薄
川
橋
下
流
側
の
堤
防

の
一
部
が
崩
落
。
も
し
、
完
全
に
堤

防
が
決
壊
し
た
ら
…
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
の
災
害
知
識
は

ど
う
で
す
か
？ 

避
難
時
に
持
参
す

る
も
の
は
？ 

避
難
方
法
は
？ 

自

宅
で
の
備
蓄
品
は
？ 

地
震
と
水
害

の
違
い
の
意
識
は
？ 

災
害
が
起
き

た
際
、
自
分
の
命
を
守
る
の
は
自

分
自
身
で
す
。
常
日
頃
か
ら
災
害

に
対
す
る
備
え
を
し
ま
し
ょ
う
！

庄
内
特
有
の
事
情
と
は
？

平成30年8月5日

長野県知事選投票率

▲ 参考：松本市の災害・防災情報より
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豊田町 34.44%
出川町第1 32.13%
出川町 36.03%
並柳 32.58%
並柳団地 25.75%
神田 39.00%
三才 36.29%
筑摩 35.17%
筑摩東 32.83%
中林 36.59%
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松本市平均 38.05%
長野県平均 43.28%
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◆
沿
革
・
町
勢

　

町
会
の
誕
生
は
大
正
14
年
で
、

今
年
で
創
設
93
年
と
な
り
ま
す
。

町
名
の
由
来
は
「
樋
田
」
か
ら
き

て
お
り
、
そ
の
昔
は
田
ん
ぼ
に
樋
を

引
い
て
水
を
汲
み
入
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。
旧
善
光
寺
街
道
沿
い
を
中
心

に
発
展
し
て
き
た
町
で
、
鉄
工
業・

製
糸
業
な
ど
の
自
営
業
が
盛
ん
な

時
期
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
東
に
住
宅
地
が
広
が

り
、
平
成
の
区
画
整
理
で
現
在
の

町
会
の
枠
組
み
が
形
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
の
公
民
館
は
平
成
15

年
に
区
画
整
理
の
際
に
移
転
・
新

◆
名
前
の
由
来

　

公
民
館
入
口
の
道
路
沿
い
に
、

町
名
の
由
来
を
刻
ん
だ
石
碑
が
あ

り
ま
す
。

　

八
百
年
も
以
前
に
栄
え
た
棒
の

庄
と
い
う
庄
園
の
う
ち
と
い
う
の

が
、
こ
の
地
名
の
起
こ
り
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
庄
園
時
代
の
名
残
の

地
名
で
す
。

◆
町
会
の
活
動

　

毎
月
一
回
、
公
民
館
に
お
い
て

「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

を
開
き
、
町
会
の
方
々
と
会
話
を

築
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
川
、
逢
初
川
、
松
巽
川
お
よ

び
三
番
川
に
囲
ま
れ
た
区
域
で
、

比
較
的
は
っ
き
り
し
た
エ
リ
ア
で

囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
は
7
7
5
人
、
世
帯
数
は

3
6
7
で
す
。
区
画
整
理
後
に
は
、

集
合
住
宅
の
増
加
が
目
立
っ
て
い

ま
す
。

◆
公
民
館
活
動

　

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

が
毎
月
一
回
あ
り
、
毎
回
余
興

を
交
え
て
お
茶
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
余
興
は
楽
器
演
奏
・
歌
謡

シ
ョ
ー
・
落
語
・
健
康
講
話
・
手

品
な
ど
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
を
催
し
、

そ
の
後
文
化
福
祉
部
・
健
康
推
進

委
員
に
よ
る
自
慢
の
手
作
り
の
季

通
じ
て
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

５
月
に
は
、「
世
代
交
流
ふ
れ

あ
い
会
食
会
」
を
開
き
、
小
学
生

が
料
理
し
た
カ
レ
ー
等
を
お
年
寄

り
の
方
達
と
食
べ
、
交
流
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

初
夏
に
は
、
田
川
に
お
い
て
小

学
生
以
下
を
対
象
に
鱒
の
つ
か
み

捕
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
小
学
生

が
鱒
を
さ
ば
き
、
炭
火
で
焼
い
て

食
べ
ま
す
。

　

松
本
ぼ
ん
ぼ
ん
に
も
参
加
し
て

い
ま
す
。
庄
内
町
を
も
じ
っ
た

「
庄
も
内
町
連
」
で
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
家
族
ぐ
る
み
で
踊
っ

て
い
ま
す
。

節
料
理
を
振
舞
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
８
月
末
に
行
う
納
涼
祭
が

町
会
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今

年
で
８
回
目
を
数
え
、
小
さ
な
子

ど
も
か
ら
年
配
者
ま
で
絆
を
深
め

る
機
会
と
し
て
、
公
民
館
内
と
周

辺
道
路
を
会
場
と
し
て
行
わ
れ
ま

す
。
飲
食
・
キ
ッ
ズ
・
大
人
・
福

引
の
各
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
盛
大

に
実
施
し
ま
す
。
昨
年
は
、
新
た

な
企
画
と
し
て
児
童
の
絵
画
を
展

示
し
、
参
加
者
の
増
加
を
図
り
ま

し
た
。

　

公
民
館
活
動
は
他
に
も
伝
統
あ

る
敬
老
会
、
五
月
ク
ラ
ブ
、
カ
ラ

オ
ケ
サ
ー
ク
ル
の
ス
バ
ル
会
な
ど

が
あ
り
、
趣
味
を
交
え
た
交
流
が

盛
ん
で
す
。

　

盛
夏
に
は
、
公
民
館
に
お
い
て

納
涼
祭
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
家

庭
か
ら
持
ち
寄
っ
た
手
づ
く
り
料

理
・
お
つ
ま
み
と
供
に
生
ビ
ー
ル
・

ワ
イ
ン
・
日
本
酒
等
を
堪
能
し
て

い
ま
す
。

　

秋
に
は
、
町
会
氏
神
様
半
僧
坊

を
奉
る
「
半
僧
坊
例
大
祭
」
が
行

わ
れ
ま
す
。
縁
日
で
は
地
元
の
青

年
団
的
な
役
割
で
あ
る
「
庄
和
会
」

が
、
輪
投
げ
・
水
ヨ
ー
ヨ
ー
・
綿

ア
メ
等
を
行
い
、
祭
り
を
盛
り
上

げ
て
い
ま
す
。
昼
食
会
（
直
会
）

で
は
、
す
き
や
き
や
お
酒
を
い
た

だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
公
民
館
に
あ
る
２
台
の

豊
田
町
町
会

庄
内
町
町
会

き
ら
り
わ
が
街

き
ら
り
わ
が
街

卓
球
台
を
使
い
、
毎
月
一
回
練
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。年
一
回
、大
人・

子
ど
も
別
に
大
会
を
開
き
、
熱
い

試
合
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
町
会
の
現
状
及
び
防
災

　

平
成
21
年
と
平
成
29
年
に
、
大

型
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
、
町

会
の
世
帯
数
も
１
９
２
世
帯
と
急

増
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
に
は
、
老
朽
化
し
た

公
民
館
の
建
て
替
え
を
行
い
ま
し

た
。

　

年
一
回
の
防
災
訓
練
に
お
い
て

防
災
意
識
の
向
上
を
図
り
、
新
設

し
た
倉
庫
に
物
資
を
入
れ
、
直
に

出
せ
る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。

◆
防
災
活
動
へ
の
取
り
組
み

　

当
町
会
は
、
平
成
11
年
に
大
き

な
水
害
を
経
験
し
て
お
り
、
防
災

に
対
す
る
意
識
は
大
き
く
、
今
は

防
災
会
議
と
防
災
訓
練
の
２
本
立

て
で
、
防
災
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
防
災
会
議
で
は
、
防
災
組

織
か
ら
な
る
役
員
で
グ
ル
ー
プ
分

け
を
し
て
、
自
助
・
共
助
に
よ
り

３
日
間
を
生
き
抜
く
た
め
の
討
議

を
行
い
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
防

災
備
品
に
つ
い
て
洗
い
出
し
、
購

入
品
目
を
決
め
て
お
り
ま
す
。

　

防
災
訓
練
で
は
、
役
員
の
他
に

毎
年
交
代
す
る
組
長
を
対
象
に
、

ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
炊
き

出
し
訓
練
と
購
入
済
の
防
災
備
品

の
取
扱
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

お
や
す
み
の
前
に
子
ど
も
に
本

を
読
ん
で
あ
げ
る
、
こ
れ
は
親
子

と
も
ど
も
至
福
の
時
で
す
ね
。
あ

る
時
、
図
書
リ
サ
イ
ク
ル
で
古
い

「
ロ
ビ
ン
ソ
ン
ク
ル
ー
ソ
ー
」
を
入

手
し
、
就
寝
前
の
読
み
聞
か
せ
を

再
開
し
ま
し
た
。
そ
の
物
語
は
、

私
が
小
学
五
年
の
時
、
先
生
が
給

食
の
時
間
に
読
ん
で
く
れ
た
も
の

で
す
。
息
子
は
小
学
三
年
生
で
し

た
が
興
味
深
く
聞
い
て
く
れ
ま
し

た
。
ほ
ん
の
十
五
分
程
で
す
が
、

毎
日
と
な
る
と
結
構
読
め
る
も
の

で
す
。「
宝
島
」「
ア
ン
ク
ル
ト
ム

の
小
屋
」「
ハ
イ
ジ
」「
長
靴
下
の

ピ
ッ
ピ
」
等
々
。
中
で
も
、
椋
鳩

十
作
「
マ
ヤ
の
一
生
」
は
、
戦
時

下
の
異
常
な
状
況
で
、
熊
野
犬
マ

ヤ
と
家
族
と
の
美
し
く
悲
し
い
交

流
を
描
い
た
珠
玉
の
作
品
で
す
。

三
分
の
一
を
読
み
進
め
ば
も
う
止

め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
は

号
泣
し
な
が
ら
そ
の
晩
、
最
後
ま

で
読
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。じ
い
っ

と
聞
い
て
く
れ
た
息
子
。
物
語
の

読
み
聞
か
せ
が
、
ど
れ
ほ
ど
子
ど

も
の
知
能
や
情
緒
の
発
達
成
長
に

効
果
が
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、

あ
っ
た
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
に
子
ど
も

と
過
ご
し
た
時
間
は
、
私
に
と
っ

て
人
生
の
宝
物
の
ひ
と
つ
で
す
。
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